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1．始めに

2 東南アジア諸虱 こおける人 々の 移動・少子化 ・融 匕の

獄

3，人々 〔働 高まりと社齣 変化

4 緲 高まりと少子化 ・醐 匕対策

いわゆる 30バ ー一：
ツ医瀟 蟆｝こおける高齢者医療・福祉の位

置団けと課題

　　　　　　　　　　　　　　　河森正人 伏阪大韵

　い わゆる 30 バ ーツ 医療制度 （UC ）の 「人頭剖予算

　qvaPttaim）1 は、医療を受ける 鞦 の櫞 lh と、鱇 を

雛 hる 範 （コ ミュ ニ テ ィ）の 責務d とい う二 爛

をその な力斗飆 でい る』 タイ廻 コ鷺 ない トト

ン ス
ーム ・ス ッ カノ9 プ hhpmOdan ）」 と、予算局

による人頭霞抒算 り 伸びの嘛 辟ま コ イ ン の 表裏としで導入

当初の 3〔〕バ ーツ医療筋螻躙 嚇坑 しmbtSし、
「個Nの権

禾山 の行使の増加 （少なくとも短期的な）には抗しきれず」

制 斐の結果として、そのツケ （O まり赤勃 は匯家ではな く

医療嬲 こ回 っ 鳥 2006年 9 月の ク
ーデタ後 隊 凱 人

藤 序算の麺弼 「き上げとい うかた ちで噌え続 ナる 「個んの

権融 の行使を這認したカミ新政権になっ て修正を余儀なく

され つ つ ある a 結局 、 長期的 にみて 、 ツ ケ は 自治体の

｛rTpayTnent や コ ス トの 安い ソ レス ・プ ロ モ ーシ ョ ン で解1肖

して い く、っ まりコ ミュ ニ ティ の 負胆ない し責務の撥調とい

う方 句に｝行き着かざるを得≠識 ・と考えられる、こ うした大状

況を踏まえた うえで、飆 福阯の 位置 唄ナと課題を

検討di6．

　献 医療機関内治療サービ ス に 仙 YG
ま UC 導入当初

からの 人囎 抒算 （「外 勅 ゼ ス （OP）」、「」院サ
ービス

　a］P）」）における各県 人口の 年歯餅冓成 G膏摯瞼者の 彪匕重）皈

映に加えて、「生活習慣病・．灘 理 プロ グラム （bisease
MmpwtProgmm ）」の導入 CtoO5年＃）瓜 「甜 サ

ービ ス （PP）」 の なか の 「医寮綢鼎 一ビス （PP

E罰 蚊）」 につ い て は、「轍 隹・疾病予防プロ グ

ラ ム 」や 脳血管障害．甲期冶療シス テ ム騨 コ グラム llの

導入 伽 8 年）力漸1麟 隹められ L 徐 々 に高齢者対策にシ フ

トして きて い る，

　 次に、コ ミュ ニ テ ィ 内ザ
ービス （予防・健康増進、リハ ビ

リ・介講 で あるカミUC の粡卿 ま、匡賺 郷章事務局

（NHS（〕）、自治庵 住民の F？ ッチン グ・フ ァ ン ド」方式に

よる 「タム ボン健康基釦 を20D6年か ら1賻 入してい る、

ただし、 その ナ
ービ ス供給体黻 槲 、て、NHSO は上か ら

型にはめる政策的飄 まなく、む 騾 土会の 二 魂 コ志

じた自発糲 を奨励しており、これをげ ワッ タガム （改

良）運 動 と称してい る。その多髏な輛 觧 を相Et　t　lPtiし、

齢 蜘 こ向けた伝m u プ ロ セ ス を描き

出すこ とが今後の課題となろう。 幸階 では 、 ヤ ソートーン県

パ ー
ティ ウ郡タム ボン ・シ

』
タ
ー

ンや ナム ッ トソン クラーム

県ムアン郡 タムボン ・ター・イハ
ー

トなどの黼 列を紹介

す乱 UC におけるコ ミュ ニ テ ィ 内サーヒ派 （予防・麟

進 リハ ビリ・介譌 （囎 こつ い で よ （鰾 原とし

て の 「タム ボン健康基金」、  人的資源として の 「｛嬲 ラ

ンテ ィア」、  コ
ーディネー

タ
ー

撫 、しア 隙 ケ
ー

トとして

の 躱健所1とい う三諸 鮪 肋韃淀 されO ・ると考えられる。

　  における高齢者向けサ
ービ ス につ ！て は こ の ような

帯螻捌 こなっ て い るが、実施にあたっ ては様々 な儲 が存

在して い る。ラ
ー
チ ャブ リ

ー
「県ボ

ー
タ
ー

ラーム 郡タム ボ ン・

タムセー
ンの 保健所ほわ輔 き取りによれば コ ミュ ニ テ

ィ病院から下 りてくる 「コ ミュ ニ テ ィ内黻 一ヒヌ （Ep
ca □m   韲y）予算」の酉跏 翹 頃向にあ磊 コ ミュ ニ テ ィ

病斃の 外来サービス 支出MWgijp特 ち出し）の煽りであろう

と考え嚇 UC 全体で み ても、   年以瑳の罵 抒算

の 麺 弼 1き上げは 「外来サ
ー一ビス ◎P）」 と ひ院サ

・一ビス

　  」 予算項目の 急増によるもの であ翫 したがっ て、「予

防う櫺 こ先行する（サ
ーン ナム ・ソA ）」 とい うUC の 哩念

はいまの ところ効果を挙げていなvy＃ZO）り力丶 ［緜 が、

コ ミ ュ ニ テ ィ内 「予防」の呼σ泳となる はずめ 「コ ミュ ニ テ

ィ内予防39t一ビス （距Poomm 皿鵡う予算1 襁 るとい

う＃SEYIj矛盾を内包してい るとい える。

「コ ンタオコ ンケー   」から 「プ「 ス ーン ・ア ー 二 （高

齢葡」 へ
一

タ剃 榔 ナ
ー

ン県にお ナる高賭 の活動

　　　　　　　　　　　　　 馬嬲 僚都文教 騰

　タイで よ 老人を コ ン タオ ・コ ン ク
！一一・（Khem　ThD　Khnn

Kae）と呼んで きk この 用譜 よ 伝統的矯識を持 っ者とい

うニ ュ ア ン ス を含ん で い る』 しか しながら、1982年の Watkl

Aamriy 　an 　Aging以後 60 歳以上の 者を指伽 勺用語 と

して 、フ
し 一・ス ーン ・ア ー 二 価 Smg 理 u ）が用い られ

るようになっ 九 プ
ー
畢諸 ス

ー
ン は高い、ア ー ユ tlig＄を意
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味し、文字通 り 「高齢煮」 を意粥
『
る，こ れ以 後、衂 叡

この 「プー・スーン ・ア ー 剰 とカテ ゴ ライズされた人に対

して、医療 ・福祉サービ ス を行うようになっ たb1989 年に

｝よ 全国高齢昔睦融 ）轂 立され、鼎ごとに瑯 をもちN 君凪

区 ホ・擁 i政 レ 勺 囃 者クラブ げ ヨ ム ロ ム ・プL ・

ス ーン ・ア L
一 n ）を蕨括ずるとされてい るi9

　鵬 0 年代後半以嘸 タイは急速に経済部〜長をとげたが、

堪鵬 殖 しも鋤 コ珥ばれるよ うに なっ た。　19SO

輪 こなると、民主ゴ踟 進展により、文1匕敦策に職 て

も地方鰤 ミみられるよ うになり、伽 恵力蠍 化の

蟹 ま部分と考えられる ようにな喬 そして、臟 的 コ ミ ュ

ニ テ ィ
ー一の 嬾 こよる伝統の一 導 甑 政府

li　iE ・K」の 役割の 月直しを考えるようになっ 廴

　本発表嫐 う北タイ、ナ
ー

ン 県タ
ーワ ンバ ≒郡の タイ ・ル

ー村落に織 丶ても、1990 年伎 コ ミュ ニ テ ィ
ー
お よび家族

の崩壊力叫 甑 老 Nの役割も変1匕して い る。 こ の こ とば

3年に 1度彳r祕 てきた守護飜 祀に料 ナ黴 の 役獣 こも

あらわれて い る。 1990 無弋前半．守護霊細 ま 地 或羯発

噸 光と細 、て肥大ゴ匕し、 伝黼 の役害は哀退し

て い っ た。1990 年伏後半になる と、保健セ ンタ
ー

の指導を

きっ 魁 ナに成立した 「黼 建康増進グル
‘ ブ］が神前でエ

ア ロ ビクス を行 うなど 「プ
L ・ス

ー
ン ・アー一・

コLJ の名を冠

した新たなグ〉レ
ー
プ涛縣 護霊祭祀の 中に登場 し鶴 こ の こ と

ば 守認 祀における 「コ ン タオ ・コ ン ケーll（囎 が 「プ

ースーン ・ア ー Lll の eeZe再編された こ とを表わ しa 、る

ように思われる 、

　 守護霊黝 匕こおける老ん囎 捌 鵬 こ｝よ

平均寿命の 1申張、子 どもの数磁 少な呂 こよる生活 の 中での

轍 の役曽μ変仕があり、新たな生き力斗、を求める人 々 脇曽

加した この こ とはまた、近甲か
一
村

一
湿運 動の中での老人

研 殳害広2004年か ら3年間にわたっ て彳iわれた 「家勲 力強

イ齲 （囎 〉
一

つ 噂 もある E老人か ら若者蠍 継

承j の中にもみられる 、 ここ にi燭 家の福祉政策と文化政策

囎 ミ強くみられるが、しか し
、 同潔 ζ 老 人た ち自身の

］鶉 こよっ て 自らの 灘 絨を切り開こ うとする動きがみ

嘱

未婚を生きる女性

　　　　　　　　　　　　　　　　宮励堯 （驪

セ ブ の 中匡縣 を飆 て い て 気 づくことの
一

つ ｝こ 、 年

輩の独身姫 ミ目立っ て多い ことがあげられ る。こうした独 身

女性は 、厂両親 こ御 圓であるとい っ た繖 昏前の女性の囎 象

を体現し、 生涯独身を貫くことで 中国系注民の社謙 周縁

に位置づ けられる。 他 HI或V）場合と同臟 こ
、
セブの 中国系住

民 の 女隊D社会的魍動ま、結婚後、婚家におい て い かに子

孫を得るか （子供の数と家歛 の教育の あり方）にが なりの部

分左右される，このためチャイニ ーズ の女性たちが未婚D ま

まSiiwar重ねることは 、社会の なかで存驪 欠 い て い る

ことを意味す喬

　本報告で は、女性の位置づ けを、主として商繋蜘 こおけ

るく劾 との 関連で概観した後に 、
セブにおい て多くの 末婚女

性が生み謎 れる鶺 こつ い て考察する。 そ萌 えで 中国系

の 女性にとっ て の もう
一

つ の老後の 生き方で ある寡婦の 場合

と対比させ ることで、女駐 くi菊の 関閑こつ い て熱 、の暇

絡めつ っ 論じて みたい e

　セ ブの 中国系fzaの 問に多くの 年老い た未婚劇生が生み

だされる直蘭 ）原因は、娘の結婚に対ずる上位断弋の過度

の 干捗にある。中国系とフ ィリピ ン 系の 通婚など、いくつ か の

「好ましくない 」とされる結婚を回避するために、両親は黼

適齢賦 こあ る娘獺 こ監視するが、それは 幅 系の 男注

とりわけあまり裕福で はな い男性を フィリピン人女瞠との結婚

に向かわせ 、 結果的に多数 D 中国系の 未婚女陸を生み出

す ．

　未婚の 女性たちは、生家における家 艮の 権威に従順であり

繍 ナるとい う意蠏 ）娘像を体現してい ると言える。しか

しながら、同時にこれら〔羽嫐 陸たちは、生家と婚家にお

い ても、 父WWIi！mPSIfteこ関与し得 ない ことで 、チャイニ ー

ズ の 丿攤 ）周瀦 殴こ追レ欄 未嫐 ）女性たちは 、

礁 轍 であるときには両親と｛i据 をともにするもの の、両

親亡き後 彼女たち自身の住居を持 つ こと｝まなく、男性の兄弟

の 住居を転 々 としたり、仏教霧 ）なか に住み遅 ！だりする。

未婚 D 女陶 ま、両勸 こ御 頂であるとレ
’
うチ ャ イニ

ーズ の 理念

を体現したがために、婚家における父系的系譜乃継承から排

除きれるの で飆

　 こ うした未婚女性の あり方｝よ ヰ拒蜘 寡婦とは対照約で

あ為 セ ブの キ国 系の寡驍たちは 父系出自集団や崔跣 祭祀

に対して創造腔と碗嚢性の 両面を備えなカヨら、夫亡 き後の

　嫁 ン の分裂を匝避 し、父系的系譜に求心1力をもたら
・
兎 チ

ャイニ ーズの姓 よ 寡婦となることで繍 こ求』カを与え

大規模な 頓 の糸驗 日ご静与する， 同時に寡婦は、繧
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